








































の内容を、画像情報とテキスト情報を一体化させた形で管理し、再利用できるよう加工している。そして、今回、その最初のコンテンツ（内容物）として、法隆寺一切経十九点のデータベース化を試み わけであるが、撮影や計測などの基礎的作業はむろん データベースの設計も外部業者には委託せず、すべて研究所内で作成 た
（３）
。ただし、デジタルアー












蔵されている。その内訳は、経巻類が十三点、目録類（ 「貞元新定釈教目録」 ）が六点で、これら すべて山田文昭氏の旧蔵になるものである。氏の生前、その蒐集品は「夢白廬文庫」という彼個人の文庫に保管されていたが、その没後、ゆかりの学校や学友に贈られたといい、同朋大学の前身にあたる真宗専門学校にも、その創設者である住田智見氏との深い交友関係 よって、法隆寺一切経十九点を含む二〇〇点あまりの蒐集品が寄贈されることになっ
た（５）
。当学園所蔵の法隆寺一切経のほとんど






























































単に振り返って記述してきたが、研究という観点からす と いずれも史料紹介の範囲にとどまるものでしかなく、史料 価値づけについてはむろん、その歴史的意義についてもほとんど論じられてきていない。そこで、今秋 デジタルアーカイブスの立ち上げを通し 、改めて同朋学園所蔵の法隆寺一切経を整理し、分析する作業に着手することに
した。データベースのサンプルを参考図表として引用しておいたように（図表２） 、法隆寺一切経の全紙をデジタル画像で閲覧できるようにしたほか、調査内容は他の研究機関における典籍調査等で一般的に行われているような カードの形式で示し、名称、形状、法量、奥書などの書誌情報を一覧にして表示している（図表３・４） 。
それでは、この画像一体型データベースが、法隆寺一切経の考察にな


















つ、長和元年（一〇一二）八月十九日、行教によって書写された『能断金剛般若波羅蜜多経』を挙げてみたい（巻頭口絵参照） 。というのも、この経巻については、大谷大学にも長和元年（一〇一二 八月二日の行教の奥書を持 『十地経論』巻十が蔵されていて、比較史料に恵まれているだけでなく、承徳年間（一〇九七～一〇九九）に開始されたとされる法隆寺の一切経書写事業の期間に比すると、八十年も早い奥書を持つ点で特異な位置を占め、法隆寺一切 史に書き換え 迫る可能性を持っているからであ 。たとえば、大谷大学の法隆寺 切経プロジェクト（平成８～平成
10年度科学研究費補助金基礎研究（Ｂ） （
2） ）で研究代



















































は存在しないことになり、奥書からだけでは問題を解決 きない そこで、経巻全体を改めて見てみると、同朋学園所蔵経の場合は、 「聖教序」の部分にあたる第一紙 第 紙、 よび奥書の部分はまったくの同
法隆寺における一切経事業の歴史的意義について―史料的価値の在りかを考える（藤井）
九













































法隆寺僧による勧進状は、保安三年（一一二二）以降、一切経書写事業の中心人物であった林幸が過去の経緯を振り返 で、永久二年（一一一四）頃から法隆寺僧の勝賢によって書写が開始されたことをはじめ、いくつかの具体的な事柄が記されている。果たして、この発見以来、法隆寺一切経の研究は、この の内容をベースに、各経巻 巻末に記された奥書 内容を加味し がら めら くこととな た。
まず、この「林幸勧進状」の発見とあわせて、 存在
にいち早く注意を促したのは大屋徳城氏である。大屋氏 「林幸勧進状」の全文を翻刻して紹介するだけでなく、法隆寺蔵の経典 なかから、 『行信経』と呼ばれる奈良時代の古写経など、 「法隆寺一切経」 黒方印を捺したものをい つか拾っているほか、天治元年（一一二四）法隆寺僧が一切経音義料として書写した『新撰字鏡』十二巻 も言及して


















永元年（一一一四～一一一八） 、法隆寺僧勝賢によって勧進された時期とする。元永元年（一一 八）十月二日、勝賢は勧進一切経の開題供養を営んでいること、それまでに二千七百余巻が完成していたことが勧進状から知られ ほか、法隆寺に伝存する一切経中に当該期間の奥書を持つものが六十五巻あり、書写自体は法隆寺僧によって行われたが、その施主名から推して、勝賢は権門勢家を対象とせず、勧進聖として法隆寺近傍の郷里の有力者層を施主に募って勧進喜捨を求めたことなどが知られるとする。また、この期間、法隆寺別当は経尋 あったが、保安二年（一一二一） 、経尋が前任別当の時に転倒した東室の南端を改造して聖霊院を新建していることに注目し、その創建 は三昧堂衆の先駆的な聖徳太子信仰が影響したかもしれず 経尋の聖霊院創建計画と平行して進られた勝賢の一切経書写も三昧堂衆と関係があった可能性を示唆している。
つづく、第三期については、同じく「林幸勧進状」の内容に基づい












として書写されていることに着目すると、勝賢当時の動機と、林幸当時の動機とでは、明らかな相違があり、林幸が継続した一切経書写事業は、その三年目に新し 自主的な方向に進展していた可能性を指摘している。すなわち、これは『新撰字鏡』十二巻を、林幸や静因ら、法隆寺僧が分担して書写したものであるが、国語学のこの著名な資料が一切経中に包含された例は他にないこと、また、たとえば静因奥書にみえる「為字決」という一句 、聖教を正確に写して忠実 解読 ことを意味しており、法隆寺で 切経書写が行われていくうち、学侶の間に漢字、音義、訓読、釈義などについての疑問が生じたとみられることなど、 『新撰字鏡』という書の存在によって 法隆寺一切経には 術書としての活用が考慮されていた、 する。 もそも は一切経書写の風潮に刺激されたものではあったが 一切経を転読し 太子追福に資するという信仰的な面だけにとどまらず、学侶を養成し、学問寺としての伝統を維持継承しようと た意図がそこに あった いう点 院政期に盛行した一切経書写の風潮 は一線を画するものとして 法隆寺一切経に固有 歴史的意義を見出してい 。そして、 「一切経 欠
除（ママ）
に

















書には一切経に関する記事はないもの 、 『大般若経』 写事業が発展して一切経の事業とな こと 他に例があることから、法隆寺興円発願した『大般若経』書写が勝賢の一切経へと発展していったとみる。さらに、 『南海寄帰内法伝』など、学問研究 関係深い典籍類が法隆寺僧によって書写されていることや、 『寺要日記』など は こ 時代法隆寺内で様々な法会が行われていたことが されて る 一切経中のいくつかはそうした の料経などに転用されていたらしく、そ 意味では法隆寺の教学興隆に寄与し いるとして、当該一切経は学術書としての活用を考慮したものであっ 、とす 堀池氏の見解を補強している。
また、これら一切経は僧俗や庶民が力を合わせた結縁一切経であるこ
























一切経をあらゆる角度から考究したきわめて有意義なものであるが、特に「法隆学問寺」と呼称された法隆寺の性格に着眼しつつ、三つの時期に分けて 分析し、後半期は学侶養成という新たな目的が加わっていたことをもって、当時の一切経書写ブーム なか あって、法隆寺一切経の独自性 提示したこと 意味は大きい。
しかしながら、この堀池氏をはじめ、諸氏が指摘してきたように、確





聖霊院創建や一切経書写事業に関わりを持っていたことを、もう少し積極的に評価する必要があるように思う。さらに、堀池氏が、法隆寺一切経の独自性を学問寺としての性格に起因したものとした、その考察は以降の諸氏の研究に影を落 い が、次章でも述べるように、法隆寺の学問寺としての内実が伴うのは、一切経以降のことといって過言ではなく、第三期の林幸 時期に書写目的に変化 あったと堀池氏も指摘していたように、一切経 書写が進むなか、寺僧の間 教学への深 関心が次第に醸成されていった、と考えたほ がよい。
では、そうした教学への関心が醸成される以前、聖徳太子の五百回忌

































明天皇宮。伝莫伝之仏法。化難化之衆生 仍作十七 憲章。定群臣道俗之階。製三経之義疏 示凡聖三乗 異。建立七所之伽藍。化度一千之僧尼。三宝名号従此而創。□域中三 学徒 自尓而羅於国内。凡知善悪。悟因果 莫不聖王広恩 尊法帰仏 緇素誰不被崇敬斯砌乎 就中当時長吏法眼和尚位新締構聖霊院 安置御影像。再□
曜




















































































とあって、天仁二年（一一〇九）十一月三十一日に法隆寺別当 補任されたこと、法隆寺僧ではなく、興福寺の黄苑に所属した僧侶であったこと、二十一年ものあいだ、法隆寺別当の地位 あっ こと どが判明する。また、経尋の本来の所属先である『 別当次第』によると、彼は中納言藤原伊房の子息で 保安五 二四 興福寺権 への補任を経て、大治四年（一一二九）には興福 別当に補任されている。このように、経尋は出自も高貴で、後に興福寺 トップになっているこ
とからしても、かなりの有力僧であったと推測され、法隆寺の聖霊院はこうした寺外の有力僧が主導して創建されていたことが判明する。
そして、これに関連して把握しておくべきことは、別当補任という手



























































































































































































が法金剛 へと伝わった契機も、こ 導御という僧侶 介せば十分に説明することができる。
以上のように、 『大小乗経律論疏記目録』の奥書に記された僧侶の名























には太子絵伝を掲げた絵殿 建立されたり、聖霊会本尊 新たに造立されるなど、法隆寺では 内僧ら 努力によって霊場化が少しずつ進められていたことを考えると、法隆寺僧と 福寺僧との間には霊場化をめぐる軋轢があり、経尋の時代にまでそれ 尾を引いて 先 紹介した上宮王院占拠事件へと発展したとも考え れる。
ただし、承徳三年（一〇九九） 、第一期に一切経を書写した法隆寺の















































閲蔵の名は、僧徒に仏書を閲覧 せ 場として江戸時代に名古屋東御坊内に開設され、同朋大学の前身となった「閲蔵長屋」 由来している。こ 「アーカイブス閲蔵」 は二部から構成される。ひとつは、本論で紹介しているような、史料画像とデータに基づ 画像一体型データベースで構成される部分、もうひ つは、研究会報告、 『紀要』掲載論文一覧など、研究所の活動内容を一覧 して構成した部分である。
（
3）　
現在、仏教文化研究所内には、過去三十七年間 わたる寺院調査のデータが蓄積されているが 現状、画像データ（資料写真） テキストデータ（調査カード）とは別々に管理されている。それらを体系的に整理し 学術情報として学 外に発 していくためには、これらを一括のものとして研究の材 して提供することが当研究所における喫緊の課題であり、 そのための工夫として「アーカイブス閲蔵」では画像一体型の ベースの設計、構築を試みた。 お この画像一体型データベース 基本的な設計は、工藤克洋（仏教文化研究所所員）が行った。法隆寺一切経だけでなく、将来的に研究所に蓄積されている真宗史料の分析・整理をも見据えた形で、現在、適宜改変を進めてい 。
（
4）　































山田文昭『真宗史稿』 （ 『山田文昭遺稿』第一巻所収、破塵閣書房、昭和九年復刊） 。
（
9）　













宮﨑健司「法隆寺一切経と『貞元新定釈教目録』 」 （伊藤唯真編『日本仏教の形成と展開』 、法蔵館、平成十四年。後に『日本古代の写経と社会』に所収、塙書房、平成十八年） 。
（
14）　













伊東ひろ美「法隆寺一切経にみる「貞元新定釈教目録」―同朋大学所蔵本を中心に―」 （ 『同朋大学仏教 化研究所紀要』第二一号、平成十四年） 。
（
18）　











同朋学園蔵『能断金剛般若波羅密多経』 （ 「法隆寺一切経データベース」 、アーカイブス閲蔵、同朋大学仏教文化研究所、平成二十七年） 。
（
22）　


















































林寺正俊「日本古写経データベースの構築とその意義」 （ 『人文科学とコンピュータシンポジウム』 、情報処理学会、平成二四年） 、仁野洋平・田中猛彦・張容・中川優・青木進・宇都宮啓吾・落合俊典「仏典画像閲覧のためのデータベースシステムの構築」 （ 『情報知識学会誌』第一五巻第二号、平成二十四年）などがある。
（
28）　






































法隆寺一切経 （重要文化財） ４ （
24） ） 。なお、 この頼円は法隆寺蔵の 『金









































鎌倉時代）１７０（６３６） 」 ） 。
（
37）　












大東急記念文庫蔵『大乗広百論釈論』巻十「奥書」に、 「承和 年七月八日／此是雖古書加法隆寺 切経蔵畢／以大治二年
未丁四月之比修治































中』 、塙書房、昭和五十九年） 。久野氏は、 『別当



















47） 史料。 「永久四年。 上宮王院相論出来。 寺僧暹尊伍師引率廿余人。
居住上宮王院致濫吹。三箇年既被停止院主隆厳畢。本寺別当進退之。追却暹尊等廿余人畢」とある。
（























俗別当の問題もあると予想される。法隆寺の場合、 元慶八年（八八四）に諸寺とともに俗別当が任じられ 参議の藤原諸葛がこれに充てられていたこ が知られるし（ 「僧綱牒案」元慶八年（八八四）十一月十三日付、 『平安遺文』第九巻四五四七号、 東京堂出版 昭和三十九年） 、『小右記』 の筆者で知られる実資もまたその職に就いている （ 『小右記』長和四年（一〇一五）十二月十九日条、 『大日本古記録
　
小右記四』 、
岩波書店、昭和四十二年） 。法隆寺俗別当の実態は不明であるが、興福寺末寺である法隆寺にも藤原氏から俗別当が選ばれ たことがわかり、法隆寺の要職 興福寺から僧 次々と就任し こととあわせて、こうした俗別当の存在が、法隆寺の動向 大きく影を落としていたことも考えておかなければならないだろう。
（











寺」の用例はこの資財帳の一例のみという事情もあって、この点に着目し、場合によっては、これに疑問を呈す 研究者もある。福山敏男氏は、疑問を呈しているわけではないが、何の必要があって法隆寺という寺名に「学問」の二字を加えたかは不明だと述べてい（福山敏男「法隆寺流記資財帳の研究」 （ 『夢殿』第十二輯、昭和九年。福山敏男「法隆 伽藍縁起并流記 研究」 （ 『日本建築史研究』









法隆寺には創建以来の西院と、天平時代以来の東院とがあり 資財帳が別々に作成されていた点からみても それぞれそ 場の果たす役割、および、その管理も異なっていたと考えられ 。
（
58）　
荻野三七彦『聖徳太子伝古今目録抄の基礎的研究』 （法隆寺 昭和十二年） 。この上巻は、聖霊院の院主のみに伝わる口事・秘伝を筆 したものである。
（
59）　
荻野三七彦考定『聖徳太子 古今目録抄』上巻（ 、 昭和十二年） 。
（
60）　
















治暦五年（一〇六九）に聖霊会本尊として造立された聖徳太子童子像は、俗形像としては聖霊院本尊のさきがけとしての意味を持つ。中世にむかって人間の姿を写すこ が不吉であるとして忌 れていた古代的な観念から解放されて、人間の存在を視覚的にもとらえるようになってきた時代的風潮が投影されている ではないだろうか。
（
62）　
法隆寺では、 西院の金堂本尊 る釈迦三尊像は、 光背に「尺寸王身」と銘が刻されていることをもって聖徳太子の等身 として礼拝され、東院の場合は、 夢殿本尊 観音菩薩像 、 『法隆寺東院資財帳』に 上宮王等身観世音菩薩」と記されていることをもって聖徳太子の御影として信仰されている。
（
63）　













平成十年） 。落合俊典「平安時代 おける入蔵 と章疏目録」 （同上） 。注（
60）落合氏論文。梶浦氏は、書風よりみて、この目録の成立は








この奥書について、 「これ 法隆寺の沙門延清が書写が終わってから一交、すなわち校正したと ことであり、さらにその書を五師静因が伝領した いう記録であ 」と述べている。注（
60）落合氏論文。
（
66）　「前律師源義置文（前律師道静置文） 」 （ 『平安遺文』一一五二号、 『平安遺文』古文書編第三巻、東京堂出版、昭和四十九年） 。これによって延清は西別所の金光院三昧田の作人であったこともわかる。こ置文は、道静 法隆寺西別所の三昧田を書き上げたもので、承暦二年（一〇七八） 、 の地子、雑役が免除さ 際の作数が示されている。
（






















































354） 」 ） 。 「法隆寺一切経論内、五師大法師静因所奉書写也／願以此善
根、自他開慧眼耳／大治二年
未丁二月二十八日敬奉書之」とあり、追善













80）　「法隆寺食堂薬師三尊像厨子墨書銘 （上巻、 文永五年（一二六八）十二月、食堂塑造の薬師三尊像を修理して 厨子を作っ 『寺 日記』文永八年（一二七一）十月八日条、注（
71）史料） 。文永八年（一二
七一）には東院舎利殿において逆修の仏事を行ってい 。 「法隆寺新堂院棟札」 （高田良信編『法隆寺銘文集成』上巻、国書刊行会、昭和五十二年） 。弘安七年 （ 二八四） に新堂院棟上 勧進を なっている。
（
81）　
細川涼一「法金剛院導御 宗教活動」 （ 『仏教史学研究』第二六巻二号、昭和五十九年。後に『中世の律宗寺院と民衆』所収、吉川弘文館、昭和六十二年 は唐招提寺中興第二世長老の証玄に具足戒を受けて出家しており、唐招提寺系律僧の祖とされる著名な覚盛の孫弟子にあたっている。
（
82）　





―法隆寺僧顕真と調子丸、法華山寺僧慶政と太子御影―」 （佐伯有清編『日本古代中世の政治と文化』 、吉川弘文館、平成九年） 。
（


























































天王寺と権門寺院」 （吉田一彦編『変貌する聖徳太子―日本人は聖徳太子をどのように信仰してきたか』 （平凡社、平成二十三年） 。
（
97）　








代行する実質的 最高権力者として摂関 地位に就いていた藤原氏は、同じく摂政の地位にあっ 太子を摂関家の守護者として特別視していた。したがって、興福寺はそのような藤原貴族の意識を巧みに利用しながら、中世に向けて氏寺として再霊場化を図って たと想像することができ 。能算や経尋ら、興福寺から有力僧が法隆寺別当に就任することになっ そこには 法隆寺のような寺院を末寺として傘下に取りこみ、その霊場化を促して 自己 寺と補完的な形で機能させていくこと 、自身を藤原氏の 霊場化 方向性を強化しようとした興福寺の意図があ ものと考えたい。
〔謝辞〕本論文をまとめるにあたっては、大谷大学図書館に蔵されている法隆寺一切経の閲覧が不可欠であったが、さまざまご教示も含めて、大谷大学の宮﨑健司氏には大変にお世話にな た。心から感謝の意を表したい。また、同朋大学仏教 化研究所の所員であり 大谷大学講師で ある工藤克洋氏にも、法隆寺一切経の基礎調査からデジタルアーカイブスの構築に至るまで、多大なるご協力を賜った。同僚では るが 深謝の意をもってここに付記しておきたい。
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